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山田實紘LCIF理事長来県レポート

　2月23日～25日に山田實紘LCIF国際理事長が、鈴木誓男国際理事と共に来県されました。3日間、山田理事長に同行
させていただきましたが、とにかく「タフマン」。
　元ガバナーをはじめ多くのメンバーが待つ山形空港に到着されたときの第一印象は、背が高く、がっしりした紳士と
いう感じで、さすがに前年度ライオンズクラブの国際会長として全世界44カ国、260都市を訪問し活躍するには、並外
れた気力、体力が必要だと感じました。
　今回、「さくらんぼ共生園」の施設視察や園生の歓迎会、県知事・市長・山形新聞への表敬をはじめ、2日目のセミ
ナー＆懇親会の全スケジュールに出席いただきました。
　山田理事長は『温泉と地酒』が好きということで、宿泊は24日から「雪旅籠の灯り」が開催される西川町志津温泉で
露天風呂につかりながら「裸の交流」をさせていただきました。
　「十四代」を飲みながら、普段では聴けない話を聴くことができました。（ラッキーです。）
　今回の全スケジュールをビデオ撮りして編集し、シカゴの国際大会で、日本のLCIF活動の一例としてプレゼンに使う
そうです。みなさんの姿が全世界に…。
　ご協力いただきました皆様に感謝します。

山田實紘LCIF国際理事長に同行して
キャビネット幹事　L. 高　橋　　　勉
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山田實紘LCIF理事長来県レポート
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周年記念式典報告

南陽ライオンズクラブ50周年記念式典

余目ライオンズクラブ50周年記念式典

米沢中央ライオンズクラブ50周年記念式典

村山ライオンズクラブ50周年記念式典

〔期日〕2016年９月22日 　〔会場〕熊野大社

〔期日〕2016年10月１日 　〔会場〕やくけっちゃーの

〔期日〕2016年10月８日 　〔会場〕グランドホクヨウ

〔期日〕2016年10月16日 　〔会場〕クアハウス碁点

　平成28年９月22日、熊野大社にて、南陽ライオンズクラブ結
成50周年記念大会を挙行いたしました。当日は、南陽市副市
長大沼豊広様、角田裕一332－Ｅ地区地区ガバナーをはじめと
する数多くの皆様のご来臨の栄を賜りました。
　記念アクティビティとして「浦戸っ子 龍樹っ子 ふるさと交流 
のびのび体験プログラム」への協賛、「南陽市民文化会館へポ
スター掲示板２基寄贈」「烏帽子山公園大型看板更新事業」
を行いました。
　これからの50年に向けて、メンバー全員で更なる高みを目指
し、今後も邁進してまいります。

　庄内平野が黄金色に輝く10月１日(土)に、余目LC結成50周
年記念式典をレストラン「やくけっちゃーの」で開催し、原田
町長様をはじめとするご来賓の方々、LC関係者など約100名
の参加を賜り、盛大に挙行しました。ご出席いただきました皆
様、誠にありがとうございました。
　50周年のアクティビティとして、町内の保育園へ大型時計の
寄贈、南三陸志津川の4つの保育園へ紙芝居の寄贈、庄内町
高齢者交通安全啓蒙に資する資材の提供をいたしました。

　奇しくも世界ライオンズデーの10月８日に我がクラブ50周年の節
目の記念式典、そして交流懇親会が行われました。実行委員長とし
て、全世界のライオンより祝意を受けているような気分でした。
　当日は多くのご来賓、地区役員を始め内外からブラザークラブ、
友好クラブ、姉妹クラブの皆様をお迎えし、式典並びに交流会を修
了することができました。
　50周年の集大成として、クラブ内のアワードは一切無く、地域に
対するアクティビティに注力しました。又、参加戴いた各位に対する
心からのおもてなしにクラブ員一同、精一杯努力致しました。和気
藹 と々最後の「また逢う日まで」を歌った時には、感謝感激でした。
ご協力にお礼を申し上げます。ありがとうございました。

　地区ガバナーＬ.角田裕一のテーマ｢ノーマライゼーション｣
を掲げ、｢障害者も健常者も皆平等に生活できる社会を目指し
て！｣共に暮らせる社会づくりに奉仕活動を展開するとの声に
賛同し、当クラブとして県立楯岡特別支援学校にまつり用長半
纏50着を寄贈しました。校長から「徳内まつり、他学校祭など
に活用させていただく」との感謝の言葉をいただきました。又、
生徒さんの「まつりで踊るのが楽しみ」との声に、８月の徳内ま
つりに思いを馳せました。また、周年式典に出席していただい
たブラザークラブの皆様に感謝し報告と致します。
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周年記念式典報告

川西山形ライオンズクラブ50周年記念式典 高畠ライオンズクラブ50周年記念式典

酒田ライオンズクラブ55周年記念式典 大石田ライオンズクラブ45周年記念式典

〔期日〕2016年10月23日 　〔会場〕川西町農村環境改善センター 〔期日〕2016年11月６日 　〔会場〕高畠町文化ホール「まほら」

〔期日〕2016年11月４日 　〔会場〕ル・ポットフー 〔期日〕2016年11月６日 　〔会場〕JAみちのく村山大石田営農センター

　地区ガバナーＬ.角田裕一、キャビネット役員並びにスポンサークラブ、ブラ
ザークラブの多くの皆様のご臨席を賜り、50周年記念式典を開催致しました。
　当クラブは1966年11月23日米沢ライオンズクラブのスポンサーにより結成さ
れ、結成翌年のチャーターナイトは、羽越水害（昭和42年）によって延期を余儀
なくされ、開催が翌1968年になるというアクシデントからのスタートでした。し
かし、諸先輩の方々の英知と努力により、その灯が消えることなく今日に至りま
した。その間、『友愛と奉仕』をスローガンに掲げ、小中学校への教材の提供・
老人世帯への援助・スポーツ少年団への助成等々、50年間常に奉仕の精神で
営 と々築き上げてこられた行為に敬意を表する次第です。
　50年を迎えるにあたり会長テーマを「つなごう地域の仲間とウィサーブ」と致
しました。それは、先人が築いてきた50年の歴史（レガシー）を次の世代に《つ
なぎ》ウィサーブの精神を地域の仲間とともに《つなぐ》ことであります。
　今後も、これを契機に親睦と友情を深め地域の仲間と共に地域の発展に寄与
していきたいと存じます。

　2016年11月６日、高畠町文化ホールまほらにおいて「高畠ラ
イオンズクラブ50周年記念式典」が開催されました。
　当日は角田地区ガバナーをはじめ、地区役員、そしてスポン
サークラブ、多数のブラザークラブの他多くのご来賓のご臨席
を賜り、華やかな中開会しました。記念アクティビティの披露や
永年在籍会員表彰などもあり、一人ひとりが賑わいの中、50年
という歳月の重みを実感しながら50年の歩みを振り返り、記念
の日を祝いました。

　秋空の澄みきった11月４日、酒田ライオンズクラブ結成55周年記念例会を執
り行いました。酒田はまなし学園 施設長佐藤公子様、県立酒田特別支援学校 
校長畑山淳一様、角田裕一地区ガバナーはじめキャビネット役員の皆様、スポ
ンサークラブの山形LC並びにブラザークラブ皆様、そして姉妹クラブの真室川
LC・京都堀川LCの皆様のご臨席を賜り誠にありがとうございました。心より厚
く御礼申し上げます。
　55周年事業ということで、式典のように余り盛大にならないように、記念例会
という新しい形で行いました。この記念例会の準備から開催に至るまでに、若手
からベテランまで各世代がそれぞれの役割を発揮されたように思います。
　ライオンズクラブ国際協会100周年記念・55周年記念アクティビティとして、
上記２校に寄贈することができました。
　改めて、歴史と伝統を重く受け止め、次の60周年に向けて引き継いでいきたい
と思います。

　大石田ライオンズクラブは、1972年４月、村山ライオンズク
ラブのスポンサーにより誕生し、2016年11月６日に45周年を
迎えることができました。歴代ガバナーはじめ、ブラザークラ
ブ各位のご指導の賜と心より感謝申し上げます。
　式典は角田ガバナーはじめ、各界のご来賓をお迎えして、厳粛
な中行うことができました。祝宴においてはアトラクションとして
ベリーダンス、また、大石田の名産であるそばをご堪能いただき
ました。厳粛な中にも和やかに終えることができました。
　45周年という一つの節目に50年100年を目指し、ライオニズ
ムの高揚を図りながら奉仕活動を続けていきます。
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YCE生受け入れレポート

　昨年12月9日から20日までの11日間、マレーシアか
ら留学生のエミリー・ヤップさんが来日し、我が家に
ホームスティしました。
　エミリーさんは、とても可愛らしい20歳になったば
かりの女の子です。日本にとても興味を持っており、
いろいろなことに挑戦したいという、大変意欲的な留
学生でした。
　この11日間は様々な体験をしました。初めての着物体
験では振袖を着ました。代表的な日本文化を体験するに
は絶好の機会です。慣れない着物を着て歓迎会に臨んだ
彼女は多少苦痛を感じたでしょうが、終始笑顔で、喜ん
でもらえたようです。
　次の日からは、寒河江市役所へ市長表敬訪問。ま
た、パレスグランデールの「美食の祭典」のディナー
ショー、仙台のアウトレットでのショッピング。そして、
乗馬体験に陶器作成体験、ソバ打ちなどを楽しみまし
た。また、山形名物「芋煮」も堪能しました。さらに、
年賀状の時期ということで、寒河江郵便局で一日郵便局
長として年賀状受け付けのセレモニーに参加したり、挑
戦してみたかったという日本の伝統の書道と茶道も体験

し、忙しくも充実した11日間を過ごしてもらいました。
何事にも、前向きにチャレンジしていたのが印象的で
す。日本の納豆にもチャレンジしましたが、残念ですが
１粒食べて「NO」でした。
　我が家では、先日まで我が家にいた台湾の留学生と一
緒に、庄内方面に出かけました。最上川舟下り、鶴岡の
回転ずし「金太郎寿司」、加茂水族館、そして湯殿山ス
キー場では、たくさんの雪を見て雪の上で寝ころびなが
ら、本当にうれしそうでした。台湾の留学生とは中国語
が通じるので話も弾み、楽しかったようです。
　私たち家族も、可愛らしく、とても人懐こいエミリー
と貴重な体験をさせてもらい、楽しい時間を共有する
ことができました。言葉はなかなか通じませんが、心は
通じたように感じます。娘が一人増えたような気持ちで
す。YCE生の受け入れをさせてもらい、私達の財産がま
た一つ増えました。
　ありがとうございました。

寒河江臥龍ライオンズクラブ 幹事　L. 志　田　　　宏

　ライオンズクラブ100周年記念奉仕事業　  冬期来日生ホストファミリー受け入れ
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YCE生受け入れレポート

　山形千歳ライオンズクラブとして、５年ぶりに来日
生の受け入れをさせていただくことになりました。これ
は、ライオンズクラブ100周年記念奉仕事業として本年
の重点アクティビティの一つと位置付け、クラブ全体と
して盛り上げていくことになったからです。 
　山形千歳ライオンズクラブの担当は12月20日（火）～
27日（火）までの７泊８日であり、YE・国際協調青少年
委員長Ｌ.尾形源二がメインホストファミリー、そして幹
事L.大桑昌弘がサブホストファミリーとなりました。
　来日生のエミリーさんは、明るく、元気な娘さんで、
すぐに私どもの緊張をほぐしてくれました。ホームステ
イですので、できる限り普段の生活を見ていただこう
と、一緒にスーパーに買い物に行き、クリスマスツリー
を飾り付けして、お絵かきタイムを経て、大ゲーム大会
をしました。そして、購入した食材を自分たちで調理し
てのホームパーティー。食後は、百人一首の板カルタ大
会に招待されて地元の子供たちと交流いたしました。
　さくらんぼ保育園での交流会でも、園長先生はじめス
タッフの皆様、そして、園児の皆様からも大歓迎を受け
ました。園児たちも一生懸命話しかけてくれました。

　冬の山形だからこそ体験できる屋外スケートや蔵王で
のスキー。さらに、20歳でしたので晴れ着を着ていただ
き、記念写真を撮りました。また、伝統工芸品の木目込
み人形を作成いただき、クラブ会員のみなさんと大もち
つき大会をいたしました。  
　数日間の交流でしたが、お別れするときは大変寂しく
なりました。一方で、娘が「いつか私もホームステイし
たい！」と言ってくれたことにうれしく思いました。ま
た、チャンスがあれば今後も来日生の受け入れをしたく
思います。 
　ラインオンズメンバーの幅広い職種、人脈が今回の
来日生の受け入れには大変役立ちました。エミリーさん
に、少しでも良い思い出を残していただくために、大変
ご協力いただきました。この場をお借りして御礼申し上
げたいと思います。ありがとうございました。

山形千歳ライオンズクラブ 幹事　L. 大　桑　昌　弘

　ライオンズクラブ100周年記念奉仕事業　  冬期来日生ホストファミリー受け入れ
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あるあーる開店

　Gallery&Café『あるあーる』が昨年11月にオープ
ンしました。
　利用者「女子会」さんの、“町の中のカフェで働き
たい”という以前からの夢を実現することができまし
た。女子会さんの希望どおり、毎日おいしいコーヒー
と、やわらかいおもてなしをお客さんに提供しており
ます。利用者さんの楽しそうな働き振りを見て、あら
ためて開店してよかったと思っています。
　これも、長年援助をしていただいている寒河江臥龍
ライオンズクラブさんのお陰と、感謝の気持ちでいっ
ぱいです。

　なんと言っても、国際ライオンズクラブ基金からの
＄7,500ドルの資金援助が、カフェ建設を可能にした
といえます。先日の山田理事長さんの現地視察では、
利用者さん総出で歓迎させていただきました。
　最近は、ギャラリーも地域の方々にミニコンサート
やワークショップ等、多目的にご利用いただき、まさ
に、利用者さんと地域の交流が進んでおります。
　『あるあーる』が今後ますます地域の文化的資源と
なりますよう、利用者さんと一緒にやさしさ、おいし
さ、楽しさを提供していきたいと思います。
　今後とも、ご支援の程よろしくお願いします。

待望の『あるあーる』が開店
さくらんぼ共生園長　木　村　久　夫
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薬物乱用防止の啓発活動紹介

　さくらんぼの最盛期（1999年6月）に誕生した東根さ
くらんぼＬＣ。その頃、県内各保健所の医薬事室から各
ＬＣに薬物乱用防止指導員の依頼があり、私自身も任
命され、何らかの形でその啓発活動に入ったのが始まり
だったように記憶しております。私は2004年クラブ会
長の時、この薬物乱用防止を中心とした活動に本腰を入
れ、東根工業高校の生徒と地域の青少年に関わる地域民
を対象とした「薬物乱用防止教室」を開催しました。そ
の時の講師が、薬物乱用経験者の社会復帰施設である仙
台ダルク代表の飯室勉氏でした。教育現場・警察関係・
保健所などからは、このライオンズクラブの活動に大変
興味と期待を寄せられたのでした。

　ＬＣのガバナーの中でも、特にこの活動を賞賛し、更に
私を中央のステージまで押し上げてくれた方は、昨年他
界された西川ＬＣの阿部幸一地区ガバナーであり、私はこ
の時、ライオンズクエスト環境保全委員長を務めました。
　更に、翌年の2007年複合地区ガバナー協議会会長の
時には、複合の薬物乱用防止副委員長の重責を担い、
県外にも講師として招待されました。そして2007年6月
8日、日本武道館に於いて薬物乱用防止全国大会が開催
され、山形での活動報告を１万人の前で西川ＬＣの渡辺
洋司氏と共に発表する体験ができたことは、生涯忘れる
ことのできないものとなりました。そして、全国各地で
開催している薬物乱用防止活動は、「大人の本気」を青
少年に正面から伝えると共に、「ライオンズクラブの使
命」と位置づけ、私はこの奉仕活動を一生涯やり続ける
ことを決意しております。

■チーム「薬らん防」——
　2009年10月６日村山警察署に於いて、村山ＬＣ・東
根ＬＣ・東根さくらんぼＬＣの10名の有志で（薬物乱用
防止指導員を中心に医師・薬剤師・宅老施設長・保育
園園長・市議などのＬＣ会員）薬物乱用防止活動のプロ
ジェクトチームを結成。
　この年、有名歌手の薬物乱用が発覚し、子ども達の環
境を守ることが大人の使命であり、薬物乱用に対する本
格的な取り組みを実践することが何よりも急務であると
考え、結束。以来、各学校での薬乱防止教室を中心に、
駅やイベント会場での飴玉付きリーフレット配りの啓発
活動を展開している。

全世界の願い。ダメゼッタイ！薬物乱用防止!!
東根さくらんぼライオンズクラブ　L. 秋　葉　良　一　（チーム「薬らん防」リーダー）

ライオンズクラブを代表するアクティビティ

〈 薬物乱用防止・喫煙防止教室の紹介 〉
① 開催要項について各学校との打合せ後、講師選択

をして講師派遣依頼（打合せ）
②地域の関係者にも公民館を通して案内をする。
　 区長会・民生児童委員・更生保護女性の会・保護

司・少年補導員
　 公民館・青少年育成関係団体・ＰＴＡ（学校より案

内）
③薬乱防止・喫煙防止のパンフレットを準備する。
④当日の準備
（ア） 展示品陳列…薬物標本やパネル、雑誌、写真、

新聞記事、活動報告書
（イ）のぼり旗・講座バレン・横断幕…設置、取り付け
（ウ）パンフレットの確認
（エ）講師との打合せ
（オ） ロールプレイ演技者との打合せ（薬物等を誘

われた時、断る訓練）
（カ）地区民の参加者名の記録
（キ）みみずの実験準備（喫煙防止）
（ク）大声大会（騒音装置）
※平成28年度　東根・天童市内に於ける小中学校薬物乱用
防止・喫煙防止教室の開催は、平成28年4月から平成29年
3月まで18回。参加者は小中学生1,277名・地域民320名で
合計1,507名。
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献血奉仕活動

愛の献血奉仕活動

　最初に紹介したいのが１R2Z山形霞城LC。献血先は山形大学、山形東
高、イオン山形南店、県警察本部、JA山形、済生病院、山形中央高、県立中
央病院などなど。今期１月末まで献血回数は28回（月平均４回）。献血者数
はＥ地区トップの809名。山形霞城LCではクラブ内に献血臓器移植推進
委員会を11名で編成し、毎月末に翌月の訪問先を決定している。高校生の
献血は難しいと言われてきたが、山形霞城LCでは学校側とのコミュニケー
ションを大事にして実現。会員の企業は勿論、クラブが持つ人脈チャネルを
フルに活かしての快挙。

　１R１Z山形LCも会員の企業を訪問して成果を上げており、新
会員も積極的に参加。また、企業献血の時できなかった方へ、１ヶ
月以内に山形駅前の献血ルーム「SAKURAMBO」での献血も呼
びかけている。山形LCでは今期１月末まで513名の献血者。

　２R１Zの米沢市内４クラブは合同での献血奉仕活動で、今期は
18回行い、１月末まで756名の献血者。尚、３月10日の献血では
今年度1000人目の献血者を迎えました。米沢市内４クラブでは、
大学生など若い人に献血の大事さを訴えている。

厚生労働大臣感謝状受賞！
７月12日（水）、山形県庁にて献血運動
推進全国大会における授賞式に出席。

2016年９月27日（火）山形市パレスグランデールにて、平成27年度活動優秀クラ
ブとして山形ＬＣ・新庄もがみＬＣが所長感謝状を受賞。

6,551。この数字は今期１月末の332−E地区献血者数。
献血奉仕活動はライオンズクラブの大きな一つの柱。今回は各クラブの献血への取り組み方にスポットをあててみた。

　山形霞城ライオンズクラブ

　山形ライオンズクラブ 　米沢市内４クラブ
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各種委員会の活動目標、地区組織図
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各種委員会の活動目標、地区組織図
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第99回福岡国際大会報告
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100周年記念事業

　4月29日（土）に開催される、ライオンズクラブ国際協会332−E地区第63回
地区年次大会の記念アクティビティとして、金澤翔子さんの席上揮毫（きごう）
と、お母様である金澤泰子さんの記念講演会が行われます。
　翔子さんは、新生児期に敗血症にかかり、後にダウン症と診断されました
が、５歳の時に母の泰子さんに師事し書道を始められました。その後は、多
くの書展に出品し個展も開催されています。
　現在は、泰子さんのもとを離れ一人暮らしを始めるなど、障害を持つ人も健常
者も皆平等に生活できる社会「ノーマライゼーション」を実現している女性です。
　翔子さんの力強い席上揮毫と、翔子さんを立派に育てられた泰子さんの記
念講演会に、是非ご参加ください。

ライオンズクラブ国際協会332−E地区
〈2016～2017年度〉第63回地区年次大会記念アクティビティ

−金澤泰子さん記念講演会−
金澤翔子さん席上揮毫
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次世代リーダーシップ

2016 年 8月11日　寒河江八幡宮にて６回目の揮毫。
揮毫したのは「開運」。
「お空の上から、良い事がたくさん降りて来ます」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（翔子語録）

金澤翔子の母。1943年生まれ、明治大学卒業。
書家の柳田泰雲・泰山に師事。
1990年、東京・大田区に「久が原書道教室」を開設。
著書に『愛にはじまる』ビジネス社、『天使の正体』『天使がこの世に
降り立てば』かまくら春秋社、『翔子の書』大和書房、『涙の般若心
経』世界文化社、その他多数。
久が原書道教室主宰。東京芸術大学評議員。日本福祉大学客員教授。

金澤泰子　かなざわやすこ

1985年
５歳
20歳

27歳

28歳
30歳

金澤翔子　かなざわしょうこ

東京都目黒区に生まれる。
母に師事し書を始める。
銀座書廊で初個展。その後、鎌倉建長寺、
京都建仁寺で毎年個展。奈良東大寺で揮毫・
奉納、個展。福島に「金澤翔子美術館」を開設。
NHK大河ドラマ「平清盛」揮毫。
銀座に「銀座金澤翔子美術館」を開設。
平泉中尊寺で揮毫・奉納、個展。
熊野大社、厳島神社で揮毫・奉納。
国体の開会式で揮毫。天皇の御製を揮毫。
国連本部でスピーチ。
ニューヨーク・チェコなどで個展。
京都に「シナリー金澤翔子美術館」開設。
愛媛県立美術館、福岡県立美術館で個展。
三輪明神大神神社で揮毫・奉納、個展。
太宰府天満宮で揮毫・奉納、個展。
比叡山延暦寺で揮毫・奉納。
伊勢神宮に奉納。
日本福祉大学客員准教授。



ライオンズクラブ国際協会332－E地区
2016～2017年度

地区合同親睦チャリティーゴルフ大会のご案内

開催日：2017年４月29日（土）
●代議員会　　　　　寒河江市文化センター　登録受付　　９：１５～
●地区年次大会式典　寒河江市文化センター　登録受付　１１：３０～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会式典　１３：３０～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記念講演　１５：００～
●ガバナー晩餐会　　寒河江市民体育館　　　　　　　　１６：００～

第63回地区年次大会

桜まつり さくらんぼ 寒河江まつり 雪フェスティバル

（写真提供　寒河江市さくらんぼ観光課）
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　キャビネット地区活動の集大成といえる「332−E地区 第63回年次大会」が2017年４月29日（土）寒河江市にて開
催されます。当日は、代議員会、山形県知事をはじめ多くのご来賓の方々をお迎えしての大会式典、そしてガバナー晩
餐会と、大勢のライオン各位が集う充実した年次大会になるよう準備中です。
　ガバナーテーマであります「ノーマライゼーション」のもと、皆が仲良く平等に暮らせる社会づくりを担い、アク
ティビティスローガン「利他の心でウィサーブ」を今後も実行することを再認識する大会となるよう、県内各地より多
くのライオンのご参加をお待ちしております。

ライオンズクラブ国際協会332−E地区　　　　　　　　
　第63回地区年次大会　大会委員長　　　L．國井　仁

大会実行委員長　L．遠藤正幸

　近年、地震や台風による豪雨被害などが頻繁に発生し、被害地域住民の困難な状況が続いていることを踏まえて、い
ざという時の緊急な災害支援金を目的として、また地区の会員の親睦を図りたいの思いから、地区合同チャリティーゴ
ルフ大会を計画しました。
　多くの方に登録をいただきましたことに感謝し、多くの支援
金のご協力をお願いいたします。　　　　　　

　　チャリティーゴルフ大会実行委員長　Ｌ．山下里美

●
●

●
●

開 催 日
場 所

参 加 費
集合時刻

※組み合わせ、時間、スタートホール、順番は参加者に事前にFAXまたは送付します。
写真は、ニューブラッサムＧＣ　ホームページより

／ 2017年４月21日（金）
／ ニューブラッサムＧＣ
　 山形県西村山郡河北町西里4143
　 TEL. 0237-72-7771
／ 10,000円
／ 7：50


